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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 8/13（月）、山田吉夫様が1日デイナイトケアを体験予定。当日の昼食も摂取するため、前日に発注しておく

· 8/13・14で、1回のワックス掛けを実施予定。ポリッシャーと掃除機の借用について本日中に朱夏へ確認する。

· 盆期間中のエアロビクスは講師の休みにより実施しない。

· パソコンのＵＳＢ使用を禁止していたが、この度サーバーに制限を掛けて使用できない形を取っていく。外部記憶装置が使用可能なパソコンは病院に1台残すが、データの持ち出し履歴を確認出来る形式としていく。

· うみねこ幸房への食費支払いについて、現在入金伝票を使用していたが、うみねこ幸房としてはメモ程度で構わないとの事。今後は伝票を使用せずメモでのやり取りを行っていく。

· 施設内の整理整頓を徹底し、仕事の効率化を図っていく。

＜青山荘入居者様情報＞
・繁名　和恵様～体調不良により欠席する事や、デイケア利用後も幻聴によりプログラムへ参加できていない状況が続いている。病状に波があり、青山荘でも状態の良い時と悪い時の差が大きい。

＜事例検討＞

青木　紀子様（33）主治医：川端Dr　主：統合失調症　合：なし
入院歴あり　いずれも、ご家族（父）との関係により病状悪化
1 Ｈ21.11.2～Ｈ22.2.19

2 Ｈ22.4.29～Ｈ22.430

3 Ｈ22.5.5～Ｈ22.10.19

治療歴

・退院後デイケア利用、青山荘入所している

現　症

幻聴・自閉・感情鈍麻・意欲減退・知的障害（軽度）

利用目的

基本的生活習慣の修得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力・持続性の維持・向上、病識を身につける、社会資源の活用

目標

【長期】
単身生活を考えているためデイケアを利用し日常生活リズムを整える。

【中期】

1 単身生活をする為に何が必要か検討する。

2 精神症状の変化をスタッフに相談する。

3 体重増加しないようにする。

【短期】

1 身だしなみを整えにデイケアに来所する。

2 精神症状の変化を主治医へどのように伝えたらよいか、スタッフからアドバイスをしてもらう。

3 運動プログラムのでは体を大きく動かし取り組む。

【実施計画】

1 身だしなみが整っているか確認し出来ていない時は身だしなみについてアドバイスする。

→・トイレ後に衣類のすそがズボンに巻き込まれている事や、寝癖のついたまま来所する事あり。

・衣類の胸元が開いている服を着用する事が多く、下着が見えている。また、肌寒い日には冬物を着用しており、季節感に乏しい。

2 精神症状の変化を上手く伝える事ができない様子が窺える為、体調確認し、現在の状態を主治医へどのように伝えると良いかアドバイスする。

→・幻聴は無く、“胸がモヤモヤする”と訴えていた時期はあるが、現在は聞かれない。

・特定の男性と一緒にいる時間が長いとスタッフから指摘を受ける事があり、距離の取り方を気にしている様子が見られている。相手の男性とは、互いに指摘しあう事が出来る間柄であり、良い関係を築く事は出来ている。

・生活面で困っている事や、相手を選んで相談する事が出来ており、自分から相談を持ちかける事も出来ている

3 体重増加防止の為運度を促していく。動きが小さい時は大きく動かすよう促す

→・現在の体重は52kg。腹部が目立ってきており、40kg台に落としたいと希望聞かれている

・間食は減らしているが、コーラ等の飲料は止める事が出来ていない

・食事以外にもパンや焼きそば等を摂取している事があり、過剰な摂取が体重増加及び体型の変化の原因である事は理解しており、食に関しては制限できている

・運動はダラダラしているがエアロビ等、運動への参加を意識するようになっている

4 デイケアに遅刻しないよう１日のスケジュールを立て行動する。

→デイケアの来所時間だけではなく、青山荘での役割に対しても遅れることが見られているため、早めに行動を起こす事が出来る工夫について本人と検討していく

その他

・青山荘退所後は単身生活を希望。青山荘からも自宅へ戻る事で病状悪化している経緯がある為、単身生活の方向で進めていると情報受けている。

・今後本人と単身生活に必要なことを話し合って計画にも反映させていく。

佐藤　朗子様（34）主治医：安ヶ平Dr　主：統合失調症　合：なし
治療歴

入院　Ｈ13.8.9～Ｈ14.3.10（幻覚妄想状態）

退院後　みかわ神経内科クリニックへの通院・デイケア利用

Ｈ17.9.1～当院へ転院し外来通院継続

Ｈ18.4　～ナイトケア利用開始（社会適応訓練事業開始）

Ｈ24.2.9～デイケア利用再開

現　症　寛解

目標

【長期】
病状の安定を図り、生活を維持する

【中期】

1 病状悪化に繋がらないように不安や不満などのストレスに対処できる。

2 食事量（間食）を把握をしながら標準体重に近づける

【短期】
1 病識を理解し不安や不満などある際には、相談をする事が出来る。

2 運動プログラムや栄養指導に積極的に参加をする。

【実施計画】

1 月に一度は来所し、生活や就労においての近況確認を行い、不安や不満がある際には、対処法を共に検討し、病状悪化に繋がらないようにする。

→仕事場の新人やパートの方に対して不満を訴えており、同僚に就いては仕事を覚えてもらえず同じ質問を繰り返される事がストレスとなっているとの事。パート職員については、自分の管轄外の仕事を頼まれると話しているが、最近は回数が減ってきたとの事。

8～9月は大学が休みの為、ストレス発散を兼ねてゲームやDVD観賞、ライブに行って来ると話されている。

2 標準体重に近づくために栄養指導や運動プログラムへの参加を積極的に行えるように声がけし成果が見られたらその都度、評価をする。

→標準体重は50kg台となっているが、現在の体重は70kg。当面は65kgを目標としている。

【その他】

用事を訴え早めに帰宅しているが、今後はデイケアで過ごす時間を延ばしていきたいと話されている。デイケアの中で話をする相手がいないと訴えているが、他者と交流を持ちたいとは考えているとの事。

→利用の予定日に用事をぶつけている為、予定のある日に用事を組まないようスケジュールの調整をして頂く必要がある。

＜外来情報＞

・上久保　善郎様～8/23に定期採血実施予定

・大久保　恒夫様～腰痛を訴え、外来の順番を早めてもらい受診している。当院受診後整形受診し、痛み止めは整形にて処方してもらうと話されている。

